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こ
れ
か
ら
始
ま
る
農
作
業
に
向
け
、
令

和
4
年
度
の
営
農
計
画
書
作
成
協
議
が
、

1
月
17
日
の
上
湧
別
地
区
を
皮
切
り
に
順

次
始
ま
り
ま
し
た
。

　

営
農
計
画
書
の
作
成
協
議
は
、
組
合
員

自
ら
将
来
の
営
農
設
計
を
考
え
、
今
年
1

年
の
農
業
経
営
収
支
の
計
画
を
立
て
る
、

重
要
な
作
業
で
す
。
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
組

合
員
一
人
ひ
と
り
経
営
状
況
を
分
析
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
事
業
計
画
の
立

案
・
農
畜
産
物
の
販
売
・
組
合
員
へ
の
営

農
指
導
等
を
行
う
上
で
必
要
不
可
欠
な
作

業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
夏

季
の
高
温
・
干
ば
つ
で
生
育
不
良
と
な
り
、

収
量
が
下
回
る
な
ど
厳
し
い
1
年
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
ど
の
会
場
で
も
真
剣
な
面

持
ち
で
生
産
出
荷
計
画
等
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。

　

1
月
19
日
、
本
所
会
議
室
に

て
令
和
４
年
度
農
事
部
長
・
各

専
門
部
会
役
員
合
同
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
関
口
哲
治
組
合
長
の

開
会
挨
拶
後
、
各
専
門
部
会
に

分
か
れ
て
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
会
議
終
了
後
、
各
専
門
部

会
の
新
部
長
か
ら
挨
拶
と
昨
年

の
作
況
報
告
、
今
年
1
年
の
抱

負
を
語
っ
て
頂
き
、
新
た
な
1

年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
専
門
部
会
の
役
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
覧
表
を

別
紙
差
込
致
し
ま
す
の
で
、
ご

参
照
願
い
ま
す
。
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真剣に話し合いをしています

（上）上湧別会場（下）遠軽会場

令和４年度農事部長・各専門部会役員合同会議

合同会議の様子

令
和
４
年
度
営
農
計
画
書
作
成
協
議

❖
今
月
の
主
な
記
事
❖

◎
令
和
４
年
度
営
農
計
画
書
作
成
協
議

◎
令
和
４
年
度
農
事
部
長
・
各
専
門
部

　

会
役
員
合
同
会
議
…
…
…
…
…
…
2

◎
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
第
51
回
定
期
総
会

◎
遠
軽
厚
生
病
院
と
ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
へ
乳
製
品
を
寄
贈
…
…
３

◎
え
ん
ゆ
う
給
油
所
各
店
＆
道
の
駅
遠

　

軽
森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
牛
乳
消
費
拡

　

大
運
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◎
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
創
立
50
周
年
記

　

念
式
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

◎
上
湧
別
地
区
女
性
部
研
修
会

◎
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
畑
作
部
会
研
修

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

◎
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
…
…
…
…
…
7

◎
令
和
３
年
度
秋
季
農
事
部
懇
談
会
…
8

◎
理
事
会
の
あ
ら
ま
し

◎
ま
ち
が
い
探
し
正
解
＆
当
選
者
発
表

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

◎
退
職
者
挨
拶

◎
読
者
の
声

◎
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

◎
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

◎
ま
ち
が
い
さ
が
し

◎
い
も
た
ま
作
造
く
ん
…
…
…
…
…
12
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上
湧
別
玉
葱
振
興
会
（
山
田
忍
会

長
）
は
、
1
月
11
日
に
第
51
回
定
期

総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
会
員
45
名
が

出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
ホ

ク
レ
ン
北
見
支
所
青
果
課
、
網
走
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
よ

り
来
賓
各
位
を
迎
え
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
の
開
会
挨
拶
に
て
山
田
会
長

は
昨
年
度
を
振
り
返
り
、「
昨
年
は

播
種
作
業
か
ら
移
植
作
業
ま
で
順
調

に
進
ん
だ
一
方
、
夏
の
高
温
・
干
ば

つ
に
よ
り
灌
水
作
業
が
連
日
続
く
な

ど
、
大
変
な
1
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
他
の
生
産
地

区
と
比
べ
大
き
な
減

収
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
と

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
来
賓
各

位
か
ら
祝
辞
を
受
け

た
あ
と
議
案
審
議
に

入
り
、
議
長
に
屯
田

市
街
地
の
長
谷
川
雄

基
さ
ん
を
選
出
、
令

和
3
年
度
事
業
報
告

・
収
支
決
算
、
な
ら

び
に
令
和
4
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予

算
と
全
議
案
が
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

挨拶をする山田忍会長

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
第
51
回
定
期
総
会

　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
は
1
月
20
日
、
遠
軽
厚
生
病

院
と
ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
よ
つ
葉
乳

業
と
森
永
乳
業
の
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
合
わ
せ
て

約
２
，
４
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
乳
製
品
寄
贈
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
両
院
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
乳
製
品
で
免
疫
力
や
体
力

を
つ
け
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
遠
軽

厚
生
病
院
の
舛
岡
隆
志
事
務
局
部
長
、
ゆ
う
ゆ

う
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
柴
田
英
嗣
事
務
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

関
口
哲
治
組
合
長
は
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
乳
製
品
を
飲
ん
で
体
力
を
つ
け
て
頂
き
、
一

日
で
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

両
院
事
務
局
長
は
、「
感
染
拡
大
が
起
こ
る
中
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
予
防
の
1
つ
と
し
て
、

あ
り
が
た
く
頂
き
ま
す
。」
と
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
同
日
に
組
合
員
の
皆
様
な

ら
び
に
コ
ス
モ
ス
の
郷
ゆ
う
ゆ
う
の
入
居
者
様

に
も
、
乳
製
品
の
無
料
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

関口組合長から

乳製品を受け取る両院の事務長

（上）舛岡事務部長（下）柴田事務長

遠
軽
厚
生
病
院
と
ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ

乳
製
品
を
寄
贈
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
年
末
に
牛
乳
の
消
費
量
が
大
き
く

落
ち
込
む
事
が
予
想
さ
れ
た
中
、
12
月
末

か
ら
1
月
に
か
け
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
各
給
油

所
に
て
、
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

始
め
に
12
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
え

ん
ゆ
う
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
各
店
で
年
末

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
切
り
餅
と
一
緒
に
パ
ッ

ク
牛
乳
２
０
０
ml
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
25
日
に
道
の
駅
遠
軽

森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
も
、
開
業
2
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
あ
わ
せ
て
牛
乳
の
無
料
配

布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
各
給
油
所

も
道
の
駅
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
と
あ

っ
て
多
く
の
来
場
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
年
が
明
け
た
1
月
22
日
か
ら
23

日
の
2
日
間
、
え
ん
ゆ
う
セ
ル
フ
大
通
店

・
南
町
店
に
て
牛
乳
1
ℓ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
週
末
と
あ
っ
て
2
店
舗
と
も

多
く
の
利
用
者
が
牛
乳
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

セルフ南町店ではのぼりを立ててＰＲ

道の駅遠軽森のオホーツクでも

多くの来場者に配布

年末は切り餅と一緒に

（上湧別給油所にて）

え
ん
ゆ
う
給
油
所
各
店
＆
道
の
駅
遠
軽
森

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
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12
月
3
日
、
湧
別
町
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｔ

Ｏ
Ｍ
に
於
い
て
、
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
創

立
50
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
徹
底
の
も

と
、
生
産
者
・
各
関
係
機
関
ら
合
わ
せ
て

１
４
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

定
刻
の
午
後
3
時
、
三
品
雅
敏
副
会
長

の
開
式
の
辞
に
よ
り
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

式
辞
で
、
山
田
忍
同
振
興
会
会
長
は
来

賓
各
位
、
各
関
係
機
関
の
方
々
へ
の
お
礼

を
述
べ
ら
れ
た
後
、「
昭
和
四
十
七
年
、

11
名
の
同
志
に
よ
り
玉
葱
栽
培
に
着
手
し
、

当
振
興
会
の
前
身
で
あ
る
玉
葱
耕
作
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
6
年
に
上
湧

別
玉
葱
振
興
会
と
し
て
名
前
を
変
え
、
平

成
15
年
に
北
見
玉
葱
振
興
会
に
加
入
。
現

在
で
は
会
員
56
戸
、
栽
培
面
積
５
４
９
ha

と
な
り
、
本
町
畑
作
物
の
基
幹
作
物
と
し

て
今
日
ま
で
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
。
台

風
や
大
雪
な
ど
多
く
の
自
然
災
害
や
安
値

大
暴
落
、
圃
場
廃
棄
な
ど
非
常
に
つ
ら
い

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
か
な
る
年
で
あ

っ
て
も
、
高
品
質
で
安
心
・
安
全
な
玉
葱

を
消
費
地
に
厳
選
出
荷
・
安
定
出
荷
す
る

こ
と
が
同
振
興
会
の
成
す
べ
き
使
命
だ
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
困
難
に
直
面

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
の
基

幹
作
物
と
し
て
堅
持
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
北
村
満
同
振
興
会
理
事
よ
り
50

周
年
概
況
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

玉
葱
振
興
会
の
発
展
に
尽
力
し
て
下
さ
っ

た
方
々
に
対
し
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
湧
別
町
長
・
刈
田
智

之
氏
、
遠
軽
町
長
・
佐
々
木
修
一
氏
、
Ｊ

Ａ
え
ん
ゆ
う
・
関
口
哲
治
組
合
長
、
ホ
ク

レ
ン
北
見
支
所
次
長
・
谷
一
弘
氏
、
北
見

地
区
玉
葱
振
興
会
会
長
・
加
藤
英
樹
氏
に

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
振
興
会
青
年
部
作
成
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
記
念
式
典
は

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

半
世
紀
の
節
目
を
祝
う

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典

関口組合長による祝辞

山田忍会長による式辞

玉葱青年部作成のスライド上映で

これまでの50年を振り返りました
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え
ん
ゆ
う
上
湧
別
地
区
女
性
部
は
、
12

月
22
日
か
ら
23
日
の
2
日
間
、
参
加
部
員

21
名
で
研
修
会
を
実
施
し
、
湧
別
町
地
場

産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
に
て
パ
ン
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
師
に
加
工
セ
ン
タ
ー
の
辻
氏
を
招
き
、

ふ
か
し
芋
を
混
ぜ
た
生
地
で
食
パ
ン
・
ち

く
わ
パ
ン
・
塩
パ
ン
・
ア
ン
パ
ン
の
4
種

類
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、
講
師
か
ら
一
つ
ず

つ
作
業
工
程
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
分

担
し
て
手
際
よ
く
作
っ
て
い
き
、
弾
力
の

あ
る
美
味
し
い
パ
ン
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。

　

研
修
中
は
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合
う

な
ど
会
話
が
は
ず
み
、
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
畑
作
部
会
は
、

1
月
20
日
に
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て
研
修
会
を

開
催
し
、
部
員
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

湧
別
町
役
場
の
原
茉
畝
運
動
指
導
員
を

講
師
に
招
き
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
農
作
業

に
向
け
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
椅
子
に
座
り
な

が
ら
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
で
肩
や
足
の
筋
肉
を

ほ
ぐ
し
、
柔
ら
か
い
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
足
の
筋
肉
を
鍛
え
て
い
く
な
ど
、
参
加

し
た
部
員
た
ち
は
お
正
月
や
除
雪
作
業
で

固
く
な
っ
た
肩
や
足
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て

い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
農
作
業
に
向
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
畑
作
部
会
研
修

美味しいパンが焼きあがりました

美
味
し
い
パ
ン
が
焼
き
あ
が
り
ま
し
た

上
湧
別
地
区
女
性
部
研
修
会

パン作りの様子

ゆっくり体を伸ばしていきました

テニスボールを使ったストレッチでは

「いててて・・・」という声も



普及センターより

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
つ
い
て

一　

今
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

　

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
が
盛
ん
な
遠
軽

町
で
は
、
今
年
度
の
収
量
が
前
年
比
一
〇
六

％
、
販
売
単
価
が
前
年
比
一
〇
二
％
と
な
り

ま
し
た
。
平
年
に
比
べ
、
四
月
の
気
温
が
高

く
、
日
照
に
も
恵
ま
れ
た
た
め
、
特
に
春
芽

の
収
量
が
良
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
等

の
お
取
り
寄
せ
の
購
入
に
よ
り
、
販
売
単
価

も
好
調
で
し
た
。

二　

か
ん
水
に
つ
い
て

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
か
ん
水
に
よ
り
、
大

き
な
増
収
効
果
が
期
待
出
来
ま
す
。
図
一
か

ら
、
ｐ
Ｆ
※
２･

０
以
下
の
多
か
ん
水
区
で

夏
芽
の
収
量
が
増
加
し
、
翌
年
の
春
芽
の
収

量
も
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
水
分
を
好

む
作
物
で
す
。
か
ん
水
の
実
施
に
つ
い
て
、

夏
季
な
ど
の
気
温
が
高
い
日
が
続
く
場
合
は
、

か
ん
水
の
間
隔
を
短
く
し
、
地
温
の
下
が
り

に
く
い
午
前
中
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
排
水
不
良
地
で
は
、
停
滞
水
に

よ
る
根
腐
を
引
き
起
こ
し
、
生
育
不
良
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
明
き
ょ
の
施
工
な
ど

の
排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
ｐ
Ｆ
値
と
は
、
土
壌
中
の
水
が
土
壌
の
毛

　

管
力
に
よ
っ
て
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
圧

　

力
を
表
す
値
で
す
。
土
壌
の
湿
り
具
合
を

　

表
す
値
で
、
０
に
近
づ
く
ほ
ど
土
壌
が
湿

　

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
市
販

　

の
ｐ
Ｆ
メ
ー
タ
ー
で
計
測
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。
ま
た
、
図
二
の
よ
う
に
、
簡
易

　

に
ｐ
Ｆ
値
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

　

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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※深さ10cm程度の土壌を握った感覚で判断する

図二　手で土壌を握った時の感覚とｐF値

引用：檜山農業改良普及センター「檜山南部版　ハウス立茎

アスパラガス栽培のポイント」一部改変 図一　かん水処理試験の収穫期間別収量収量

（かん水試験処理は、夏芽収穫期間中に実施。

2000年の多かん水区はｐF2.0、少かん水区はｐF2.5で自動かん水。

2001年の多かん水区はｐF2.0、少かん水区はｐF2.3で自動かん水。）

引用：北海道立農業試験場「道央地域におけるアスパラガス立茎栽

培の立茎本数と灌水開始点」一部改変

～
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
の
活
用
～

1　

下
位
気
象
に
つ
い
て

　

下
位
気
象
と
は
牛
舎
施
設
内
の
、
①
風
（
換

気
・
対
流)

、
②
体
感
温
度
（
温
度
・
風
速

・
体
の
濡
れ
具
合
）、
③
湿
度
（
乾
燥
度
合)

、

④
直
射
日
光
の
有
無
、
等
に
よ
っ
て
決
ま
る

飼
養
環
境
の
状
況
を
言
い
ま
す
。

　

子
牛
を
管
理
す
る
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
に
お
い

て
も
、
場
所
や
季
節
等
に
よ
り
下
位
気
象
の

条
件
が
変
わ
り
、
子
牛
は
そ
の
中
で
最
も
快

適
な
場
所
を
選
ん
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

二　

下
位
気
象
を
考
慮
し
た
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ

の
設
置
事
例

　

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
片
屋
根
の
機
械
庫
内

に
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
を
設
置
し
（
写
真
）、
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
作
業
性
の
向

上
と
下
位
気
象
の
整
備
を
は
か
っ
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

※
設
置
方
法
と
特
徴

・
敷
地
内
は
火
山
灰
と
玉
石
等
で
盛
土
し
、

　

排
水
性
を
確
保
し
ま
す
。
糞
尿
等
で
汚
染

　

さ
れ
た
表
土
は
、
重
機
で
定
期
的
に
搬
出

　

作
業
を
行
い
ま
す
。

・
太
陽
光
を
ハ
ッ
チ
内
に
取
り
入
れ
る
た
め
、

　

ハ
ッ
チ
開
口
部
は
（
可
能
な
限
り
）
南
南

　

西
方
向
に
向
け
る
よ
う
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
風
向
き
も
考
慮
し
ハ
ッ
チ
開
口
部

　

が
風
下
に
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。

・
ハ
ッ
チ
開
口
部
前
に
は
フ
ェ
ン
ス
を
設
け
、

　

エ
サ
や
水
等
の
バ
ケ
ツ
を
付
設
し
て
い
ま

　

す
。
エ
サ
を
フ
ェ
ン
ス
内
で
食
べ
さ
せ
る

　

こ
と
で
、
糞
尿
が
こ
の
場
所
に
集
中
す
る

　

よ
う
に
し
ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
は
開
閉
式
の

　

構
造
と
し
、
子
牛
の
出
し
入
れ
や
除
糞
、

　

敷
料
の
搬
入
等
が
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

　

い
ま
す
。

 

・
フ
ェ
ン
ス
の
前
に
は
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を　

　

確
保
し
て
い
ま
す
。
片
屋
根
施
設
は
フ
ェ

　

ン
ス
と
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
覆
う
よ
う
に
張

　

り
だ
し
、
突
発
的
な
雨
や
雪
で
も
飼
養
環

　

境
や
エ
サ
・
資
材
な
ど
が
濡
れ
る
の
を
最

　

小
限
に
し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
者
も
濡
れ

　

ず
に
管
理
が
行
え
て
い
ま
す
。

・
ハ
ッ
チ
の
後
方
に
も
、
内
部
の
清
掃
時
に
、

　

ハ
ッ
チ
が
移
動
で
き
る
よ
う
ス
ペ
ー
ス
を

　

確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ス
ペ
ー

　

ス
は
、
使
用
後
に
ハ
ッ
チ
を
起
こ
し
て
、

　

消
毒
・
乾
燥
・
保
管
す
る
た
め
に
使
用
し

　

ま
す
。

・
ハ
ッ
チ
や
設
置
し
た
場
所
は
、
定
期
的
な

　

洗
浄
と
消
毒
・
日
光
を
当
て
、
次
に
使
う

　

こ
と
を
考
え
て
１
週
間
程
度
使
用
を
中
止

　

し
ま
す
（
連
続
使
用
し
な
い
）。

写真　片屋根施設内部に

設置されたカーフハッチ

畜
　
産



ひざし　2022. 2 8

　

秋
季
農
事
部
懇
談
会
を
、

令
和
３
年
11
月
25
日
～
12
月

1
日
に
か
け
、
22
地
区
8
会

場
で
実
施
し
、
多
く
の
組
合

員
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
3
年
度
の

作
況
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
進
捗
状

況
や
今
後
の
取
組
な
ど
を
説

明
し
、
組
合
員
か
ら
は
Ｊ
Ａ

に
対
す
る
貴
重
な
意
見
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
理
事
会
に
お
い
て
十

分
検
討
し
、
今
後
の
事
業
推

進
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
漏
れ
や
内
容

の
不
備
が
あ
っ
た
と
き
は
ご

容
赦
願
い
ま
す
。

【
営
農
関
係
】

１
．
職
員
に
よ
る
シ
ー
ト
掛
け
の
手
伝
い

　
　

が
無
く
な
っ
た
が
、
今
後
、
家
族
経

　
　

営
で
ど
う
し
て
も
人
手
が
足
り
な
い

　
　

場
合
、
有
料
で
も
構
わ
な
い
の
で
何

　
　

か
手
立
て
は
な
い
か
？

　
⇒

事
前
に
相
談
頂
け
れ
ば
、
2
～
3
名　

　
　

程
度
で
有
料
と
な
り
ま
す
が
、
業
者

　
　

に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

　
　

ご
連
絡
下
さ
い
。

２
．
広
報
誌
ひ
ざ
し
で
職
員
の
紹
介
が
あ

　
　

っ
た
が
、
子
会
社
の
職
員
紹
介
も
し

　
　

て
ほ
し
い
。

　
⇒

組
合
員
の
皆
様
が
直
接
関
連
す
る
子

　
　

会
社
に
つ
い
て
、
同
様
に
ひ
ざ
し
で

　
　

紹
介
し
て
参
り
ま
す
。

３
．
農
作
業
中
、
天
候
条
件
に
よ
り
ト
ラ

　
　

ク
タ
ー
に
付
着
し
た
畑
の
土
で
道
路

　
　

を
汚
し
て
し
ま
う
事
が
あ
る
が
、
そ

　
　

の
対
策
と
し
て
清
掃
機
の
購
入
を
考

　
　

え
て
い
ま
す
。
農
協
と
し
て
そ
の
購

　
　

入
に
対
す
る
補
助
を
ご
検
討
頂
き
た　

　
　

い
。

　
⇒

情
報
と
し
て
お
聞
き
し
、
検
討
い
た　

　
　

し
ま
す
。

４
．
国
の
補
正
予
算
が
付
い
た
が
、
農
協

　
　

で
何
か
対
象
に
な
る
交
付
金
な
ど
の

　
　

周
知
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
を
お
願

　
　

い
し
た
い
。

　
⇒

対
象
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
取
り

　
　

こ
ぼ
す
こ
と
の
無
い
様
に
情
報
収
集

　
　

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

５
．
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
価
格
に
つ
い
て
、

　
　

今
年
度
の
様
に
干
ば
つ
で
生
育
が
悪

　
　

い
と
き
に
灌
水
を
し
て
対
策
を
行
っ

　
　

た
場
合
な
ど
に
価
格
に
反
映
し
て
も

　
　

ら
え
る
の
か
？

　
⇒

こ
れ
ま
で
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
価
格

　
　

に
つ
い
て
は
、
畑
作
・
酪
農
家
の
代

　
　

表
者
に
圃
場
を
見
て
も
ら
い
、
個
々

　
　

の
収
量
予
測
を
行
っ
て
価
格
を
付
け

　
　

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
農
協
は
仲
介

　
　

の
立
場
で
す
の
で
、
生
産
者
の
集
ま

　
　

る
場
で
協
議
し
て
も
ら
い
、
価
格
が

　
　

高
く
て
も
良
い
も
の
が
欲
し
い
と
い

　
　

う
事
で
あ
れ
ば
可
能
で
は
な
い
で
し

　
　

ょ
う
か
。

【
管
理
関
係
】

１
．
富
美
郵
便
局
が
来
年
で
閉
鎖
に
な
る

　
　

関
係
で
、
出
来
る
事
な
ら
車
の
無
い

　
　

老
人
等
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
に
対

　
　

し
上
湧
別
郵
便
局
が
自
宅
を
訪
問
す

　
　

る
な
ど
対
応
し
て
頂
く
事
は
で
き
な

　
　

い
か
？

　
⇒

要
望
通
り
に
な
る
か
約
束
は
で
き
ま　

　
　

せ
ん
が
、
上
湧
別
郵
便
局
に
意
向
は

　
　

お
繋
ぎ
致
し
ま
す
。

【
畜
産
関
係
】

１
．
生
産
調
整
を
行
う
事
と
な
る
が
、
新

　
　

規
就
農
が
出
た
場
合
、
乳
量
の
配
分

　
　

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
農
協
の

　
　

意
見
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

　
⇒

前
年
対
比
１
０
１
％
の
枠
内
で
、
１

　
　

０
０
％
は
既
存
の
生
産
者
に
配
分
し
、

　
　

残
り
1
％
を
新
規
就
農
者
に
優
先
し

　
　

て
配
分
し
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
を

　
　

規
模
拡
大
者
に
配
分
す
る
こ
と
が
基

　
　

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
預
託
料
に
つ

　
　

い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
時
期
に
は
っ

　
　

き
り
す
る
の
か
？
ま
た
、
こ
の
事
業

　
　

に
対
し
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
を
利

　
　

用
す
る
・
し
な
い
、
ま
た
酪
農
家
だ

　
　

け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
必
要
な

　
　

施
設
と
し
て
組
合
員
全
体
の
総
意
で

　
　

あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
⇒

現
在
、
資
材
等
が
高
騰
し
て
い
る
中
、

　
　

国
だ
け
の
補
助
金
だ
け
で
は
預
託
料

　
　

が
高
額
と
な
る
為
、
両
町
に
対
し
補

　
　

助
の
要
請
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

　
　

の
件
が
決
着
し
た
段
階
で
皆
様
に
は

　
　

お
示
し
で
き
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

３
．
現
在
、
酪
農
関
係
の
補
助
事
業
の
案

　
　

内
が
直
接
本
所
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
入
っ

　
　

て
く
る
が
、
支
所
で
直
接
聞
け
る
職

　
　

員
が
い
な
い
為
、
出
来
れ
ば
酪
農
組

　
　

合
の
例
会
に
参
加
し
説
明
な
ど
対
話

　
　

で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

　
⇒

例
会
の
時
に
説
明
し
て
欲
し
い
と
言

　
　

う
要
望
が
あ
れ
ば
、
対
応
致
し
ま
す
。

秋
季
農
事
部
懇
談

会
の
主
な
意
見
・

要
望

沢山の質問・意見・要望

ありがとうございました

貴重な意見要望が寄せられる 令和３年度秋季農事部懇談会



【
農
産
関
係
】

１
．
大
豆
の
見
通
し
を
教
え
て
欲
し
い
。

　
⇒

来
年
か
ら
新
規
耕
作
者
が
増
え
ま
す
。

　
　

今
後
更
に
増
加
と
な
れ
ば
、
既
存
の

　
　

コ
ン
バ
イ
ン
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

　
　

く
、
補
助
事
業
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
と

　
　

協
議
し
増
車
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
保
管
場
所
と
し
て
遠
軽
の
旧

　
　

小
麦
施
設
を
考
え
て
お
り
、
業
者
見

　
　

積
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

２
．
大
豆
の
関
係
で
3
年
計
画
の
ア
ン
ケ

　
　

ー
ト
調
査
も
あ
っ
た
が
、
作
っ
た
こ

　
　

と
の
無
い
人
に
対
し
て
講
習
会
な
ど

　
　

を
行
っ
て
計
画
を
立
て
れ
ば
取
組
や

　
　

す
い
。

　
⇒

講
習
会
に
つ
い
て
は
、
何
度
か
行
っ

　
　

て
お
り
ま
す
が
、
玉
葱
収
穫
時
期
と

　
　

重
な
る
な
ど
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

　
　

の
で
、
今
後
時
期
を
考
え
検
討
致
し

　
　

ま
す
。

３
．
白
滝
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
作
付
し

　
　

て
い
る
が
、
単
価
が
非
常
に
安
い
の

　
　

で
価
格
交
渉
に
協
力
願
い
た
い
。

　
⇒

前
向
き
に
検
討
致
し
ま
す
。

　
⇒

そ
の
後
、
味
の
素
（
ク
ノ
ー
ル
）
と　

　
　

交
渉
し
た
結
果
、
今
年
度
の
単
価
に　

　
　

つ
い
て
は
、
既
に
計
画
を
組
ん
で
い

　
　

る
事
か
ら
難
し
い
が
、
資
材
等
の
高

　
　

騰
を
鑑
み
資
材
の
補
助
と
し
て
、
受

　
　

け
入
れ
重
量
に
対
す
る
補
助
を
頂
け

　
　

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
酪
農
関
係
の
補
助
事
業
の
説
明
は
聞

　
　

け
た
が
、
畑
作
関
係
の
事
業
に
つ
い

　
　

て
、
何
か
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
⇒

現
時
点
で
、
当
地
区
に
対
象
と
な
る

　
　

事
業
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

　
　

後
情
報
が
入
り
次
第
ご
案
内
致
し
ま

　
　

す
。

【
資
材
関
係
】

１
．
昨
年
よ
り
農
薬
の
配
送
が
無
く
な
り
、

　
　

不
便
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
ま
た
農

　
　

薬
の
返
品
は
出
来
な
い
も
の
だ
と
思

　
　

っ
て
い
た
。
天
候
の
関
係
で
ス
プ
レ

　
　

ー
ヤ
ー
の
防
除
が
出
来
な
い
時
、
ド

　
　

ロ
ー
ン
対
応
の
農
薬
が
欲
し
い
と
思

　
　

っ
て
も
、
直
ぐ
手
に
入
ら
な
い
。
天

　
　

候
を
考
え
出
来
れ
ば
即
対
応
出
来
る

　
　

様
、
在
庫
を
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
⇒

農
薬
の
配
送
業
務
に
つ
い
て
は
、
不

　
　

在
の
場
合
、
盗
難
・
紛
失
な
ど
重
大

　
　

な
事
故
に
も
繋
が
る
こ
と
や
、
毒
劇

　
　

・
農
薬
法
な
ど
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
事
か
ら
ご
理
解
下
さ
い
。
返

　
　

品
は
基
本
的
に
、
期
限
切
れ
前
で
あ

　
　

れ
ば
返
品
可
能
で
す
。
ま
た
、
特
殊

　
　

な
農
薬
の
在
庫
に
つ
い
て
は
、
今
後

　
　

検
討
致
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

１
．
機
械
セ
ン
タ
ー
で
各
生
産
者
が
ど
の

　
　

様
な
機
械
を
所
有
し
て
い
る
か
、
デ

　
　

ー
タ
で
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

　
　

か
？
機
械
の
部
品
で
送
料
の
方
が
高

　
　

い
場
合
な
ど
が
あ
り
、
在
庫
し
て
頂

　
　

く
と
助
か
る
。

　
⇒

個
人
情
報
等
も
あ
り
、
全
て
の
機
械

　
　

を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

　
　

れ
ま
す
。
ま
た
、
部
品
の
在
庫
に
つ

　
　

い
て
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
、
買
取

　
　

り
の
場
合
も
あ
る
事
か
ら
今
後
ど
の

　
　

様
に
取
り
扱
っ
て
い
く
か
検
討
し
て

　
　

参
り
ま
す
。

２
．
Ａ
コ
ー
プ
生
田
原
店
を
地
域
イ
ン
フ

　
　

ラ
と
し
て
存
続
を
検
討
願
い
た
い
。

　
⇒

赤
字
収
支
で
厳
し
い
状
況
で
す
。
現

　
　

段
階
で
は
、
い
つ
ま
で
経
営
す
る
の

　
　

か
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
改
善
策
を

　
　

講
じ
て
も
プ
ラ
ス
収
支
に
な
ら
な
い

　
　

様
で
は
、
継
続
は
困
難
と
考
え
て
い

　
　

ま
す
。

３
．
今
年
の
様
な
干
ば
つ
で
飼
料
作
物
が

　
　

大
変
な
時
に
、
小
麦
の
後
作
に
飼
料

　
　

作
物
を
作
っ
て
、
何
か
協
力
で
き
な

　
　

い
か
？

　
⇒

需
要
の
あ
る
作
物
で
あ
れ
ば
、
検
討

　
　

し
て
頂
き
た
い
。

４
．
農
道
（
町
道
）
沿
い
の
立
木
が
ト
ラ

　
　

ク
タ
ー
等
で
走
行
す
る
際
に
邪
魔
に

　
　

な
る
の
で
、
町
に
対
し
皆
伐
の
要
請

　
　

を
し
て
欲
し
い
。

　
⇒

ま
ず
は
自
治
会
で
要
請
頂
き
、
そ
の

　
　

後
ど
う
し
て
も
農
協
の
要
請
が
必
要

　
　

で
あ
れ
ば
協
力
致
し
ま
す
。

５
．
今
後
、
当
地
区
の
堆
肥
が
不
足
し
て

　
　

く
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

　
　

ま
す
。
農
協
と
し
て
何
か
対
策
を
考

　
　

え
て
欲
し
い
。

　
⇒

こ
の
問
題
は
、
農
協
単
独
で
行
う
事

　
　

は
難
し
い
問
題
な
の
で
、
何
か
国
の

　
　

事
業
、
あ
る
い
は
行
政
と
連
携
し
対

　
　

策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

６
．
春
先
に
協
和
牧
場
の
あ
と
を
フ
ァ
ー

　
　

ム
ノ
ー
ト
の
関
連
会
社
が
利
用
す
る

　
　

と
聞
い
た
が
、
昨
今
の
酪
農
情
勢
な

　
　

ど
か
ら
、
そ
の
計
画
は
難
し
い
の
か

　
　

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
情

　
　

報
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
⇒

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
生
産
枠
が
無

　
　

け
れ
ば
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

枠
に
つ
い
て
は
現
在
営
農
を
し
て
い

　
　

る
人
が
１
０
０
％
と
し
、
残
り
1
％

　
　

を
新
規
就
農
者
に
割
振
り
、
そ
の
残

　
　

り
が
あ
れ
ば
規
模
拡
大
者
に
割
振
り

　
　

し
ま
す
。

【秋季農事部懇談会出席者】

午　　　前 午　　　後

11月25日（木）
開盛・札富美・旭

８名
富美・上富美

13名

11月26日（金）
４の３・５の１

21名
屯市・５の２・５の３

20名

11月29日（月）
４の１・４の２

23名
遠軽
22名

11月30日（火）
安国・生田原・清里

11名
丸瀬布・白滝

19名

合計　137名
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第
12
回
理
事
会（
令
和
3
年
12
月
24
日
）

◇
報
告
事
項

１
．
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望
に

　
　

つ
い
て

２
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

３
．
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ

　
　

い
て

４
．
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
小
麦
部
会
の
開
催
結

　
　

果
に
つ
い
て

５
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

６
．
電
子
取
引
デ
ー
タ
取
扱
要
領
の
制
定
に

　
　

つ
い
て

７
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

８
．
定
款
第
52
条
9
号
に
該
当
す
る
資
金
貸

　
　

付
報
告
に
つ
い
て

９
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
３
年
度
自
己
査
定
に
係
る
土
地
価

　
　

格
評
価
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
定
款
第
52
条
9
号
に
該
当
す
る
資
金
貸

　
　

付
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．「
令
和
3
年
度
の
小
麦
・
甜
菜
」
及
び

　
　

「
令
和
2
年
度
の
大
豆
」
の
販
売
手
数

　
　

料
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
文
書
管
理
規
定
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
富
美
簡
易
郵
便
局
契
約
解
除
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
の
開
催
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
14
回
理
事
会（
令
和
4
年
1
月
28
日
）

◇
報
告
事
項

１
．
農
事
部
長
・
部
会
役
員
合
同
会
議
の
結

　
　

果
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

３
．
会
計
監
査
人
の
再
任
の
決
定
に
つ
い
て

４
．
北
海
道
生
乳
生
産
基
盤
・
安
定
供
給
強

　
　

化
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

◇
議　
　

案

１
．
令
和
4
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針
・
重

　
　

点
実
施
事
項
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
令
和
4
年
度
固
定
資
産
・
償
却
資
産
の

　
　

取
得
計
画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
令
和
4
年
度
職
員
給
与
の
定
期
昇
給
に

　
　

つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
令
和
4
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度

　
　

の
決
定
に
つ
い
て　
　
　

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
令
和
4
年
度
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸

　
　

付
に
つ
い
て
（
貯
金
・
共
済
担
保
貸
付

　
　

に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て
） 

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
令
和
4
年
度
役
員
と
組
合
の
取
引
基
準

　
　

に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
令
和
4
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ

　
　

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．
令
和
3
年
度
内
部
監
査
報
告
お
よ
び
令

　
　

和
4
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
令
和
4
年
度
組
合
員
の
資
格
審
査
に
つ

　
　

い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

10
．
定
款
第
18
号
第
2
項
に
よ
る
出
資
金
持

　
　

分
譲
受
け
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

11
．
退
職
給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

12
．
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

今月の抽選は阿部和彦理事に

お願いしました

まちがい探し 正解＆当選者発表

昨年１２月号の答えは「③⑤⑦⑩⑫」

でした。

お待たせいたしました！！当選者は以下の

方々です。

　湧別町南兵村二区 　森谷　　唯さん

　遠軽町瀬戸瀬　　　 岡村　栞奈さん

　遠軽町若咲内　　　 山口　芽沙さん

　遠軽町生田原　　　 堀江　光恵さん

　湧別町北兵村三区　 内藤　雅啓さん

〒099－0401 北海道紋別郡遠軽町学田２丁目６番地１

TEL（0158）42－9898
ＦＡＸ（0158）42－9933

出会い、 暮らし、 思い出。 そして、 別れ・ ・ ・ ・ ・ 。
人生最後の葬祭の儀式。
それは故人の哀悼の念を捧げる厳粛な場ではなくてはなりません。
えんがる斎場は、突然に訪れた予告のない儀式をつつがなく執り行うため、悲しみに暮れるご遺族に、
最良の方法と、こまやかな心くばりでご奉仕いたします。
個人葬をはじめ、多くのご会葬の方々をお迎えする大規模な社葬、団体葬など、宗教・宗派を問わず、
最新の設備で、葬祭に関するすべてのことをお手伝いさせていただきます。

https://www.engarusousai.com/

理
事
会
の
あ
ら
ま
し



　

立
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存

じ
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
に
入
組
し
て
か
ら
約
十
五

年
間
、
中
湧
別
支
所
金
融
課
、
遠
軽
支
所

金
融
課
、
本
所
金
融
課
に
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
間
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
に

数
々
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
が
ら
も
、

至
ら
な
い
私
に
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
厚
く

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
そ

し
て
、
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

立
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
よ
り
中
湧
別
支
所
金
融

課
に
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
間
に
は
組

合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役
職
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
私
に
わ

た
り
格
別
の
ご
指
導
と
ご
高
庇
を
賜
り
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

退
職
に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
様
方
か
ら

暖
か
い
惜
別
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
、
え
ん
ゆ
う
農
協
の
益
々

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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読

者

の

声

　

初
め
て
の
ま
ち
が
い
探
し
を
し
ま

し
た
が
、
難
し
か
っ
た
で
す
。（

匿
名
）

　　

ま
ち
が
い
探
し
は
お
父
さ
ん
と
毎

回
探
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
の
方

が
先
に
見
つ
け
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
応
募
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

匿
名
）

　

ま
ち
が
い
探
し
は
ま
れ
に
難
し
い

問
題
も
あ
る
の
で
、
全
問
正
解
出
来

る
方
が
羨
ま
し
い
で
す
。
沢
山
の
ご

応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

昨
年
は
12
月
に
入
っ
て
も
雪
が
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
あ

た
り
で
や
っ
と
積
も
り
ま
し
た
ね
。

（
匿
名
）

　

新
年
が
明
け
た
ら
一
気
に
寒
波
と

大
雪
が
来
ま
し
た
ね
。
ち
ょ
っ
と
ず

つ
降
っ
て
ほ
し
い
の
に
、
ド
ー
ン
と

降
っ
て
く
る
の
は
も
う
い
い
で
す
。

本所金融課
金融推進係
大城　宏美

退
職
者
挨
拶

金融課中湧別支所
金融推進係
佐藤　香里

　

左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

《
異
動
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
月
7
日
付
）

青
木　

愛
美

遠
軽
支
所
畜
産
課
酪
農
生
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　

➡

生
田
原
支
所
管
理
金
融
共
済
課
管
理
金
融

共
済
係

片
平
み
な
み

生
田
原
支
所
管
理
金
融
共
済
課
管
理
金
融

共
済
係

　
　
　
　
　
　

➡

中
湧
別
支
所
金
融
課
金
融
推
進
係

お 

知 

ら 

せ

　

当
Ｊ
Ａ
職
員
、
船
津
真
由
美
氏

（
㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
農
機
整

備
事
業
部
）
が
令
和
3
年
12
月
25

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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解答欄

い さ
が し

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

出題・イラスト：酒井栄子

ま
ち が

毎月1,000円分のクオカードを
当選者５名の方に送ります。
たくさんのご応募、お待ちしております！！


